
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「正しく恐れる」  ウイルスはいつもそばにいる 

人間は、ウイルスと闘い克服してきました。でも、人間の手に負えないこともたくさんあります。
そんな時、人は不安になり、誰かを攻撃することによって安心をえようとする場合があります。 

しかしそれは間違っています。差別の循環を断ち切りましょう！ 

 三木市人権・同和教育協議会 

新型コロナウイルスに対する恐れや行動規制によるストレス等か
ら、他者への思いやりや寛容性がなくなり、感染者や医療従事者等
への差別や卑しめなど、人権を無視する言動が見られます。 

しかし、多くの人はこのような社会不安の状況の中にあっても、他
者に思いをはせ、感謝し、自分の今できることを頑張っているのでは
ないでしょうか。三同教研究大会実践報告等から一部紹介します。 

自ら考え行動する生徒に 
「自ら計画を立て、目標をもって家庭学習に 

取り組む力」をつけるため、オンラインによる 

学習支援などを行いました。生徒が自分に合 

った課題を選択するなど自主性を尊重する 

と共に孤立させない指導をしてきました。結 

果、70％以上の生徒が課題学習に取り組 

みました。 

緑が丘中学校 

小さな命を守るために 
試行錯誤で取り組んだ 1 年。なれないマスク

に子どもも大人も苦戦。夏が過ぎ、年長児がな
かなか着 用できない年 少児 を手 伝う姿 も見ら
れるようになる。慣れてきた今、これからです。 

 
     清心緑が丘認定こども園  

お元気ですか！ 
集まる機会を減らして、誕生日会の

プレゼントなどの宅配をしています。会
員の様子をうかがうようにしています。
それぞれどの様にされているのか改め
て分かりました。  

 
自老連きらく会

当たり前の幸せ 

「私は入 学式で新入 生に挨 拶をする
予定だった。」「それが夢となった。」 

今まで当たり前にできていたみんなと
一緒に過ごす時間は、私にとってかけが
えのないことと初めて気が付いた。 
今できることを真剣に取り組みたい。 
 

豊地小学校 6 年 
山本沙綾子さん 
（人権作文より） 

三同教は、 市民のみなさんと人権尊重
のまちづくりを進めています。 
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志染小学校 地域の方とともに人権学習を
進め、全校集会で人権朗読劇を発表するな
ど、みんなの課題として取組を進めています。 

三同教は、人権尊重の社会を築くため、毎年、教育関係者をはじめ PTA、地域、企業、各種団
体等の方々が一堂に集い、それぞれの実践を持ち寄り活発な討議を重ね、より良い実践につなげ
るため研究大会を開催しています。しかし、本年度はコロナ禍のため会場での開催を断念せざる
を得ませんでした。その中で「実践の交流こそ最も大事にしていること」と再確認し、紙上での実践
交流（実践報告と意見・感想・質問回答）に切り替え実施しました。以下に報告の概要を掲載しま
す。報告に対するアンケート回収は 400 名以上になり、深みのある実践交流となりました。この実
践交流を後日「研究収録」にまとめる予定です。 

第 36 回三同教研究大会 紙上実践交流に ４００名以上参加！！ 

あなたの姿に学ぶ —実践交流は三同教活動の生命線— 

 
①上の丸保育所 「ちくちく」と「ぽかぽか」 
という言葉を使って感情を表現し人権感覚 
を高め、子ども一人一人の姿から、「その子 
らしく伸びる」ことをめざしています。 
②清心緑が丘認定こども園 コロナ禍の中、
子どもの命を守るため、家庭と連携し、清潔
衛生習慣の定着を図って取り組んでいます。 

 
①口 吉 川 小 学 校  親 子 人 権 学 習 な
ど、子 どもと保 護 者 が一 緒 に学 び考
える取組を進めています。 
②星陽中学校 地域の方の協力をえ
て、人 権 意 見 発 表 会 ・教 育 事 業 ・立
春式講演会などに取り組んでいます。 

 

２ ≪集団づくり≫ 分科会 

 

６ ≪PTA≫ 分科会 

講演会に取り組んでいます。 

①自由が丘小学校 PTA 運動会で 
生徒が破裂音に不安を感じないよう
電子ピストルの導入を実現しました。 
②三木中学校 PTA 保護者も参加 

する人権作文発表会や PTA 人権  

  

１ ≪就学前教育≫ 分科会 

きます。 

４ ≪進路・学力保障≫ 分科会 
①緑が丘中学校 コロナ禍で「課題
を絞り自分に合った学習」「オンライ
ン教室」に取り組みました。 
②三木北高等学校 外部機関と連
携し、多様な進路への幅広い対応を
めざして取り組んできました。 

３ ≪同和・人権・平和学習≫ 分科会 
 

 

7 ≪人権と共生≫分科会 
 8 ≪企業・職場≫ 分科会 

さざ んか の郷  定 期 的 に研
修 を行 い、高 齢 者 虐 待 をな
くし「その人 らしく暮 らす」た
め、職 員 全 体 で不 適 切 ケア
を見 直 し、笑 顔 で 働 け る職
場をめざしています。 

実施しました。 

した学習をと、公開 DVD 鑑賞  
会や各家庭での DVD 視聴を 

①自由が丘老人会連合会 自主
的に、楽しく「人を大切にする仲間
づくり」に取り組んでいます。 
②三木地推協 コロナ禍でも工夫 

5 ≪教育事業≫ 分科会  

①みなぎ台小学校 小規模校の良さを生
かし、自分を大切にすることと、友だちの
「いいところ見つけ」の取組をしています。 
②三木特別支援学校 朝の会や教科指 

導など、すべての教育活動を通し
て、他者と関わる力を伸ばしてい 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権を大切にする」教育・啓発活動は、多くの人々が賛同され支援や協力により今日
まで連綿と続いてきました。そのためでしょうか、三木のまちに人権文化の風を感じる人が
多くなったように思われます。 

三同教研究大会の「アンケート結果」と次代を生きる若い人たちの声を紹介します。 

人を大切にする心は 連綿と！ 

三 木 市 人 権 尊 重 の ま ち づ く り 条 例 制 定
（2001 年）から 20 年目になります。この間、
目標達成のため三同 教をはじめ様々 な分野で
取組がなされてきました。その成果について、
下記の項目でアンケートを実施しました。 

大いにそう思う

6%

そう思う

77%

あまり思わない

10%

思わない

1%

記載なし

6%

インタビュー２ 
ユネスコスクールとしてＳＤＧｓ

(持続可能な開発目標)に取り組んで
いる兵庫県⽴三⽊北⾼等学校の⽣徒
さんにお聞きしました。 
👩 

私たちは、健康寿命を伸ばすこと
を目標に兵庫県⽴⼤学と⼀緒にフレ
イル(虚弱)予防に取り組んでいます。
月１回６５歳以上の方々を対象に、
体操や脳トレなどを⾏います。地域
の方々と交流し、私たちも多くのこ
とを学んでいます。 

インタビュー１ 
性別にとらわれず 26 歳で起業され

た井上舞香さんにお聞きしました。 
👩 

私は三⽊でスマートフォンを扱うお
店を営んでいます。起業できたのは、
気にかけてくださる起業仲間や企業診
断士や三⽊商工会議所の方々です。だ
からこそ「期待に応えて頑張らない
と」と思います。夢は「三⽊市にあっ
てよかったお店」「なんでもわかる、
喜んでいただけるお店」です。 

インタビュー３ 
人権ポスターの優秀賞を受賞された緑が丘東

⼩学校 4 年菊⽥⼤智さんに「友情」について
お聞きしました。 
👩 

学校の皆は男⼥関係なく仲良しです。毎⽇が
楽しいです。友だちに支えられていることはた
くさんあるからぼくも困っている友だちがいた
ら助けたいです。  

《質問》 三木市は「一人一人の人権が尊重される

明るく住みよいまち」になってきている。 

（  ）大いにそう思う （  ）そう思う 

（  ）あまり思わない （  ）思わない 

（三同教研究大会アンケートより一部抜粋） 

 



   
 

 
◆ホームページ開設 

主な内容              
研究大会関係  
人権関係行事  
人権啓発事業  
人権サポート事業  
書籍紹介  
FM みっきい「じんけん・こころの小窓」等  

                            
 
 
 
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
生きていく中で、思わぬ出来事や困難な場面に出合うことがあります。その時、対応

できるのが次の力です。自分の対応力をチェックしてみてください。  
対応力（レジリエンシー・しぶとさ）チェック  

 

診断結果アドバイス  

３つ以上☑があれば大変備わっています。２つ以下はもう少し改善してみましょう。  

 チェック項目  ﾁｪｯｸ欄  
１  変化にはすぐに適応する。とても柔軟だ。  □  
２  自分や他の人の経験からいつも学んでいる。  □  
３  良い聞き手である。良い共感のスキル（技能）を持っている。  □  
４  問題を解くための方法を発明する。直感や予感を信じている。  □  
５  失敗から立ち直っていく際の心情面をコントロールできる。  □  
６  楽天的で、ものごとは良くなると思っている。  □  

◆フィールドワーク 奈良  

―部落解放運動に立ち上がった青年の思いに学ぶー 

日  時 ３月１３日（土） ８時出発～１８時解散  
集合場所 三木市文化会館駐車場（中央図書館前）  

訪問先  おおくぼまちづくり館（橿原市）・  
水平社博物館（御所市）等  

参加費  ２ ,５００円（昼食代・保険代等）  
定   員     ２５名（応募多数の場合抽選）  
申込み  三木市人権・同和教育協議会  ぜひご参加ください！  
      （３月５日（金）正午締切）  
 

自分の「対応力」を確かめてみませんか？ 

  三木市人権・同和教育協議会  
〒673-0501 三木市志染町吉田８２３  
TEL. 0794－82－8388 FAX. 0794－82－8658 

 

お 知 ら せ 

【問合せ・申込先】 

◆本の紹介 
いつまで続く「女人禁制」（解放出版社）    

著者 源 淳子 ※女性の人権を考える作品です。        
蒼空(そうくう)のかなたへ （のじぎく文芸賞最優秀賞）    

著者   稲見 臣二  （三木市元校長）※障がい者のことを知りたくなる作品です。  

自主研修を
応援します!! 


